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2019年度文化功労者に小林芳規名誉教授が選ばれました。
今号は小林先生に角筆（かくひつ）の世界を案内していただきます。

　8世紀に伝来し奈良の東大寺に所蔵されて

いる新羅経典から、角筆で新羅語を書き入れ

読解した写経が見つかり、2009年から毎年、

韓国の研究者と共同で解読作業を進めていま

す。2020年1月に15回目の共同研究を東大

寺で行い、1141行全てを一通り解読しました。

くぼみが薄くて読みにくい箇所もあるので、研

究を進めていきたいと思っています。

　私の研究は、人々から忘れられていた角筆文

字の世界の一端を掘り起こしたにすぎません。

角筆という視点から光を当てることで、新たな

文化史が開かれるでしょう。広島大学が世界の

研究をリードしてほしいと期待します。いつも調

査に出掛けると、必ずドラマを感じ、未知への憧

れにわくわくしたものです。それが今日までの原

動力になってきたように感じます。若い皆さんに

は未知の世界への探求心を持ち、継続して労力

を惜しまないでほしいと思います。

　もともと私の研究テーマは漢文訓読史で、資

料を探しに京都や奈良の古寺を訪ねていまし

た。高野山のお寺で漢籍の資料が見つかり、そ

の展覧会を見に行った時に、たまたま漢字の横

に爪痕のような文字や符号が記されているの

に気付いたのです。1961年、角筆との出合いで

した。それから1年後、東京の大東急記念文庫

にある平安時代の経典を調べていたら、2点目

のくぼみ文字が見つかりました。3点目は、原本

でなく私が持っていた漢書の写真複製本で見

つけました。

　角筆文字には墨などの着色がなく、光の当た

り具合でやっと見える程度なので、他の研究者

からは全く見逃されていました。それから角筆文

献の調査を始め、各地の古文献にくぼみ文字が

残されていないか確かめました。

　研究を始めて26年後、見つけた角筆文献が

100点になり、およその輪郭が分かってきたの

で『角筆文献の国語学的研究』（汲古書

院、1987年）という本にまとめま

した。時代は奈良時代から江戸時

代にわたり、大部分は漢文の読み方

を示した仮名や符号などの訓点資料でし

たが、手紙や古文書、さらには上代の木簡から

も角筆の書き込みが見つかりました。昔の人は、

ろうそくの光を当てながら、角筆で書いたり読ん

だりしたのだろうと思います。また、研究を進め

る中で、角筆で書いた言葉の性格もある程度分

かってきました。角筆で書いたものは目立たない

から、正式な文書ではなくて私的な文書です。い

わば毛筆を用いて墨で書いた文字がハレなら、

角筆で書いた文字はケなのです。当時の口語や

俗語なども書き入れられていました。

　その時までに見つかった文献は、京都や奈

良の古いお寺に伝わっているものがほとんどで

した。くぼみで文字を書く世界がどのくらい広

がっているのか見極めたくて、広島大学

を定年退職したのを機に、10年

掛かりで北海道から沖縄まで日

本中を調査しました。その結果、47

都道府県全てで角筆文献を見つけ、かつ

て日本全国で角筆が使われていたことが判明。

発見した文献の数は3250点余に上り、中には

土地の方言で書かれたものもありました。

　へこみが薄くて読みづらい文献もあった中、

調査を支えたのは「角筆スコープ」。理学部の

吉沢康和教授（当時）に開発していただいた特

別なライトです。これを引っ提げて日本全国を

回りました。角筆スコープのおかげで、調査は

順調に進めることができました。

古文献に隠された

「角筆」の謎を解
き明かす

学問の
探求

特別版

教授が答える、
社会の“？”

こばやし・よしのり／1929年生まれ。主な著書に『角筆文献の国語学的研究』『平安時代の仏書に基づく漢文訓読史の研究』（全10巻）
 など。1991年恩賜賞・日本学士院賞受賞。

出合いは偶然発見した
爪痕のようなくぼみ

全国各地で見つかった
角筆で書かれた私的な文書

　日本の古代文化に影響を与えた中国

にも角筆文献があるのではないかと考

え、調査を中国にも広げました。1985

年、北京に設立された日本学研究セン

ターに客員教授として招かれた際に蘭

州を訪れ、2000年前の漢時代の墓か

ら出土した木簡「武威漢簡」に角筆の跡

と思われるくぼみを確認。さらに、敦煌

文書や宋代の木版一切経の経典のほ

か明代、清代の文献からも角筆の書き

入れを発見しました。

　また、中国に角筆が残っているのなら

ば日本が大陸文化を取り入れる経路と

なった朝鮮半島にもあるのではと考え、

2000年にソウルの主な大学図書館と博

物館の調査へ。11世紀の初雕高麗版か

フィールドは日本から世界へ
海を渡った角筆文化

角筆文献から読み解く世界
白紙の手紙

角筆については事例を交えた分かりやすい書籍が出版されています。
今回はその中から事例を少しだけ紹介。興味のある方はぜひご覧ください。

ら、日本のヲコト点（読み方の補助記号）

に当たる「点吐」と仮名に当たる「字吐」

が角筆で書き入れられていることを初め

て発見しました。13世紀以降の文献にも

見いだされ、韓国でも角筆が使われたこ

とが明らかになりました。東アジアの漢

字文化圏で主に漢文を読み解くのに角

筆が使われ、交流も行われたことが分

かってきたのです。

　さらに大英博物館を調査した結果、

ヨーロッパでも角筆が使われたことを突

き止めました。11～12世紀の手写しの

バイブルに角筆のような古代文字や符

号、絵などの書き入れがあったほか、

コーランにもありました。このように角筆

文献は東アジアだけでなく、ヨーロッパ

や中東にも広がっているようですが、そ

の調査はやっと緒に就いたばかりです。

角筆地図（小林芳規『角筆文献研究導論 別巻 資料篇』）。日本全国で発見された角筆文献が記録されている

『即身成仏義［江戸初期］』中の角筆文字。通常の照明では分かりづらい（左）が、光の当たる角度を調節する（右）と、
「解脱」という文字の右側にくぼみ文字が書き込まれていることが分かる（広島大学総合博物館にて常設展示）

小林 芳規 名誉教授　専門分野：国語学

角筆スコープ

角筆には先
端の尖った
筆記用具が
使われた

未知への探求心が
新たな発見につながる

角筆文献の中には、全文が角筆で書かれたものも存在する。

そこには筆者の本音やメッセージが隠れていることも。

例えば、幕末の蘭学者、高野長英の白紙の手紙には、脱獄の

意志が秘められている。

江戸時代の藩校の教科書には角筆で読み仮名などのメモが

書き込まれているが、そこには地方ごとの方言が反映されて

いる。全国の文献を収集・比較すれば、方言の分布などを

読み取ることも可能だ。

CASE1 方言の書き込みCASE2

小林芳規 著
『角筆のひらく文
化史―見えない
文字を読み解く』
（岩波書店）

しょちょう
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統合生命科学研究科

島田 昌之教 

授
気分転換と体力づくりのた
めに走る習慣をつけている
島田教授。普段は広島市内
の河原を走っている。写真
はカナダでのランニングの
様子。

哺
乳
類
の
雌
雄
産
み
分
け

　
　
新
技
術
に
世
界
が
注
目

が書く、研究者の素顔

［AERA］
「時代」をキーワードに独自の切り口で描くニュース週刊誌。国内外の重大ニュースから身の回りの小さな
出来事まで「時代」を敏感にキャッチし、独自の視点で掘り下げた記事をお届けしています。

研究者は普段どのような一日を送り、研究に取り組んでいるのか。学問との
出合いや、探究の原動力は何だったのか。人物、スポーツ、文化、政治、経済、
事件…幅広いジャンルを取材するAERA記者が研究者の素顔に迫ります。

島田教授に訊く！！！

研究者を志したきっかけは？

家畜生殖学とは？

これからの研究課題は？

Q1

Q2

Q3
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日本セラミックス協会雑誌に掲載された父のエッセイ。研
究者としての原点を思い出すため、今も時々読み返す

しまだ・まさゆき/1973年東京都生まれ。広島大学大学院統合生命科学研究科教授。2007年広島大学大学院生物
圏科学研究科准教授。2017年同大学大学院生物圏科学研究科教授を経て現職。大学発ベンチャー「広島クライオプ
リザベーションサービス」の代表取締役も務める。専門は家畜生殖学。

PROFILE

What do you like?

アメリカの恩師リチャード教授（左）。アメリカ生殖学会
でregional research awardを受賞した際の１枚

教授室には、歴代の卒業生からプレゼントされたさまざま
な豚グッズが飾ってある

取材・文／
アエラムック編集部　部長 大谷 荘太郎

　「昆虫や爬虫類は大の苦手。子どもと動物園

に行っても、蛇の小屋には入れないんですよ」

　生命科学の専門家である島田昌之教授はこ

う笑う。生物の道に進んだきっかけは、意外な

ものだった。

　父は応用化学の素材工学分野の研究者。叔

父も研究者だったため、子どもの頃から「自分も

研究者になる」と自然に思っていた。高校時代、

理科の選択科目でほとんどの生徒が物理を選

ぶ中、マイナーだった「生物」を選んだ。

　「生物に特別興味があったわけではなく、物

理を選んで父と同じ道に進んだら、将来比較さ

れてしまうと考えたんです。思春期特有の反抗

でしたね（笑）」

　広島大学から同大大学院へ進学。マウスを

用いて遺伝子を調べ、受精や排卵にどう影響す

るかを調べる「家畜生殖学」が専門だ。

　研究者として早くから頭角を現し、32歳で准

教授に抜擢された。同じ年、アメリカに留学し、

恩師となる女性研究者、ジョアン・リチャード教

授に出会う。「厳しい先生でした。誰が見ても紛

れや疑念を生じないレベルまで徹底的に実験

する、という研究の基礎を叩きこまれました」

　島田教授の代表的な研究の一つが、2010

年に発表した「豚の凍結精液を用いた人工授

精技術」だ。それまで豚の人工授精は難しく、妊

娠の成功率が低い上に生まれる子どもの数も

少なかった。島田教授は精液を品質の良い状

態で凍結、解凍できる方法を開発し、妊娠、出

産の成功率を自然交配と同等に引き上げた。

　「例えば豚熱（CSF）や牛の口蹄疫などの伝染

病が発生すると、家畜は淘汰（殺処分）されてしま

う。冷凍精液を用いることで、代々の品種改良など

の努力がついえるリスクをカバーできるのです」

　精液を3000以上の成分に分けて、調べると

いう地道な研究だった。「アメリカでリチャード

教授に学んだ精神があったからこそ、成功に至

った」と島田教授は振り返る。

　その成果はすでに畜産現場で活用されてい

る。2011年には、養豚家から預かった豚の精

液の冷凍保存や、人工授精用の保存液などの

製造販売を行う大学発ベンチャー「広島クライ

オプリザベーションサービス」を設立した。

　「マウスの遺伝の配列を調べるという入り口

から、最終的には農家レベルで実用化できると

ころまでが私の研究。研究者は基礎研究だけ、

実用研究だけ、となりがちですが、私は統合して

全部やりたいと思っています」

　2019年7月に発表し注目されたのが、世界

で初めてとなる「哺乳類の雌雄産み分け」の技

術だ。精子には、卵子との受精後にメスになる

形質を備えた精子（X精子）とオスになる精子

（Y精子）があるが、島田教授らは、ある溶液内

での刺激によりこの二つの精子を分離する技

術を開発。それぞれを体外受精させることによ

り、マウスや牛などで8割以上の確率でオスとメ

スを産み分けることに成功した。

　「大掛かりな装置を使わずにX精子とY精子

を分離できるので、将来的には畜産農家のレベ

ルで産み分けができる可能性があります。ただ

し生命倫理の問題があるため、人以外の哺乳

類に限って特許を申請しています」

　研究成果は国内外で大きな反響を呼んだ。将

来の食糧問題を解決するヒントにもなるという。

　「例えばヒンドゥー教の人たちは牛肉を食べ

ませんが、メス牛由来の牛乳やチーズは動物

性たんぱく源として貴重です。メス牛のみ需要

があってもオス牛がいなければ繁殖できません

し、宗教上の戒律で不要なオス牛を処分できな

いため、インドでは畜産業の規模がなかなか拡

大せず、需要に追いついていない。こうした問題

が解消する可能性もあります」

　取材した日「この後、愛媛県の畜産家と会う

約束があるんです」と話した島田教授。地道な

基礎研究と、その成果を畜産農家が使えるまで

落とし込む実用研究。その両輪を回し、活躍の

フィールドを広げている。

父への“反抗”で
生物の道へ

将来の食糧問題の
解決にも

大学発ベンチャーで
研究を社会実装まで



斎藤 祐見子 （さいとう ゆみこ）研究室
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学問分野：総合生物／神経科学／神経化学・神経薬理学
キーワード：神経細胞、一次繊毛、摂食、うつ病、GPCR
人数：学部生3人、大学院生2人、教員2人、その他1人
その他連携機関：広島大学大学院医系科学研究科、山梨大学、理化学研究所、カリフォルニア大学

学問分野：人的資源管理／国際ビジネス／組織行動
キーワード：組織管理、組織心理学、労働環境、採用、
　　　　　 自主退職
人数：大学院生4人、教員1人

08
team

07
team

DATA

DATA

ヴェサ ペルトコルピ（Vesa Peltokorpi ）研究室
大学院人間社会科学研究科 マネジメントプログラム 大学院統合生命科学研究科 生命環境総合科学プログラム

REPORT潜入
チーム広大

　脳を構成する神経細胞の情報伝達は、神経

伝達物質が細胞膜上にある特定の受容体に

結合して行われる。受容体の一つである

GPCR（G蛋白質共役型受容体）はさまざまな

物質と結合して生理機能を制御する働きがあ

る。抗アレルギー薬や頭痛薬など既存の薬の

約30％がGPCRに作用するように作られてい

る。GPCRにはいまだ結合する物質が判明し

ていないものも多く、創薬の可能性を大いに

秘めていると言われている。

　一方食欲や情動に関わるGPCRの一部は、

細胞膜ではなく、細胞の特殊な環境センサー

「一次繊毛」膜に存在している。斎藤教授（写

真左から３番目）はこの一次繊毛に備わる

GPCRに着目。既にここを起点とした新たな生

物作用を見いだし、長期的には病的肥満やう

つ病に効果的な創薬への貢献を目指す。

　研究室の強みは、若手の小林勇喜助教（写

真右奥）を中心に、メンバーで協力しながら一

から切り開いてきた実験システム群だ。中には

先輩から後輩へと引き継ぎ、3年かけて開発し

たものもある。現在では通常の培養に加え、海

馬や大脳皮質のスライス培養、ヒト由来iPS神

経細胞、情動系の疾患モデル動物などを使っ

た、分子生物学を生かした実験が進行中だ。

一次繊毛のGPCRのメカニズム解明という共

通のテーマに対して各自が異なるアプローチ

で研究しているので、週一回の研究報告会で

は熱い議論が展開される。

　「遠慮することなく自由に議論できる雰囲気

作りを心掛けています」と話す斎藤教授。本来

の教授室は実験用に開放し、研究室内にある

小部屋を教授室として使用している。実験室と

カーテン1枚で仕切られたその部屋には、学生

たちの実験の様子が伝わってくるという。気軽

に声を掛けやすい環境が、日々のコミュニケー

ションとお互いを支え合うチームづくりにつな

がっている。

　今後の目標は、小さな研究室だからこそでき

る（ストーリー先行型ではない）、「見逃さない」

丁寧な観察と思考を通して、一次繊毛を起点と

した生理機能の真実に一歩一歩迫ること。「細

胞から個体まで」カバーできる独自の実験シス

テムとチームワークという強みを生かして、一

次繊毛の生物機能を解き明かしていく。

理論と手法を基軸に「労働」に関わる身近な課題を解決する 神経細胞の一次繊毛に着目し、創薬の可能性を探る

　2019年に着任したばかりのペルトコルピ

教授の専門は人的資源管理や国際ビジネス、

組織行動。主に多国籍企業での「採用と自発的

な離職」について研究している。例えば近年、

日本国内でも能力の高い外国人を採用するた

めに英語を公用語にする企業や、海外に子会

社を置く企業が増えている。その場合、社員同

士の言語や文化が違う環境で、組織管理にど

のような問題が起こるか、外国人従業員にど

のようなストレスや不安があるかを考えて運用

しなくてはならない。教授の研究は、人的資源

管理や組織心理学の理論から離職率の削減

に貢献する。

　ペルトコルピ教授のもとで学ぶのは、社会

人と留学生の4人。がん患者の就労や仕事の

満足度、留学生の就職活動など、研究テーマ

は各自のバックグラウンドに関連する内容が

多い。研究は主に2つの手法で進められる。理

論を調査によって検証する方法と、調査から

新しいモデルや理論を導き出す方法だ。ゼミ

では毎回、発表が行われ、学生たちは活発な

議論と教授のロジカルな指導のもとで鍛えら

れる。「学生たちには“良い”研究をしてもらい

たいと思っています。研究の理論や手法を基

礎からしっかりと積み上げれば、失敗が減る

しデータの質も上がる。基礎があれば、より複

雑な課題研究にブラッシュアップしていくこと

も可能です」

　マネジメントプログラムは、平日夜間と土曜

にも授業が開催されるため、社会人が多く在

籍しているのが特徴。利便性に優れた広島市

内の東千田キャンパスにあり、仕事と両立さ

せながらの研究も可能となる。

　ペルトコルピ教授の出身は福祉先進国の

フィンランド。日本の労働環境には課題を感じ

ることが多いという。「妻や友人からは、女性が

仕事と家庭を両立する上での苦労を頻繁に耳

にします。また、日本ではパワハラの問題が根強

い」。働き方改革やワークライフ・バランスの重

要性が唱えられる一方で、なかなか進まない諸

課題の解決。理論に基づく研究を通して、誰も

が働きやすい環境づくりへの貢献を目指す。
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　日本各地に残る伝統工芸の数々。自然の素材を使った職人の手仕事が光る工芸品は、地域の文化と

して長年受け継がれてきました。それが今、後継者不足などにより、衰退の危機に直面しているのをご存

知でしょうか。文学部の「日本工芸史学応用研究」では、文献資料や実習などを通じて広島県の伝統工

芸を学びます。伝統工芸品を美術史的、歴史的に考察する力を養うとともに、地域の人 と々の交流や伝

統文化・産業の掘り起こしによる地域社会の活性化を目指しています。

　授業は主に、日本の伝統工芸についての基礎知識の学習と、工芸品を作る過程を学ぶ実習の二つで

構成されます。実習では、見学依頼から段取りまで、全て学生たちで行います。備後畳表の材料となる藺

草を一から作ったり、大竹手漉き和紙による鯉のぼりの手描きに挑戦したり。これまでも地域のさまざまな

工芸品に触れてきました。また、既存の工芸品を現代の生活にどう生かすのかも考察。「広島の工芸品を

組み合わせて、お茶の空間をプロデュースしよう」「それなら、この前の実習先の三原だるまを茶筒代わり

にしてはどうか」「だるまを入れる袋は備後絣で作ろう」「実習で作った備後藺草の円座を座布団にしよう

か」。ディスカッションする学生たちは非常に生き生きとしています。制作現場を見ているからこそ、それぞ

れの特徴を生かした柔軟な発想が生まれます。

　「職人の技を目の当たりにし、ものづくりの苦労を体験することで、ものを大切にする心が育まれます。学

生には、“手仕事の美しさと価値”が分かるようになってほしい」と担当教員の伊藤准教授。ものづくりを知

ることは、日本の文化を考えることにもつながります。「人間の手によって自然が新しい形となり、それが生

活を豊かにする。自然との調和を重んじる日本人の生き方や文化を感じ取れるのでは」。広島大学が実

施する「地域の元気応援プロジェクト」事業などと連携しながら、広島の伝統工芸や地域との関わり方、さ

らには日本の文化まで、五感を使って楽しく学べる授業です。

実習では職人さんたちの思いに直
接触れることで伝統産業の価値や
現状を知り、目を向けることの重要性
を感じました。企画が徐々に形になっ
てゆくことに、やりがいを感じます。

学生がおすすめする広島大学の

「ぶち」おもしろい講義を各回ご紹

介します。

文学部 3年 さん多川 大紀

広大講義

日本工芸史学応用研究
伝統工芸品の魅力に出合う！
広島の職人に学ぶ日本の手仕事

とても（広島弁）
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Student’s Voice!

完成した時の達成感はひとしおです。三原だるまの茶入れ決めの様子。

い　ぐさかすり

すぐさ

い
担当教員：

専門分野：

伊藤 奈保子 准教授

人文学／芸術学／
美術史

開講部局：
科目区分：

文学部
専門教育

（大学院人間社会科学研究科）

実習では藺草を植え、干すことも体験。

日本での生活に縛られず、新しいことに挑戦し続けたい。短期留
学とインターンシップを経験し、今回初めて長期留学に挑みまし
た。選んだのは、短期留学で訪れたリトアニア。人々の温かさや旧
市街の雰囲気に魅了され、再び同地で学びたいと思ったからで
す。英語でエッセイを作る課題が複数あり、それには苦戦しまし
た。全く書き方が分からず途方に暮れましたが、周りの力を借りて
完成させることができました。時には他人と比較し、自分の英語力
に落胆することもありましたが、留学という貴重な機会に感謝し、
全力で取り組みました。身に付いたのは、プラス思考で最後までや
り抜く精神力と根気強さ。留学が私を大きく変えてくれました。

考えを整理するためにほぼ毎日通っ
た、お気に入りの聖ミカエル教会。

旧市街を一望できる展望台で。この景
色が私をリトアニアに引き戻してくれ
ました。

身に付いたのは、プラス思考と根気強さ。

柳 千晶
法学部 4年
留学期間：オーストラリア2週間、リトアニア（1回目）2週間、セネガル2週間、
　　　　 リトアニア（２回目）５ヵ月

さん

活用した留学プログラム
森戸国際高等教育学院
3＋1プログラム
海外の大学で2・3年次までの課程を修
了した学生を特別聴講学生として受け入
れ、専門教育や卒業論文の指導を実施。

日本の好きなところ
日本の文化が大好きです。特に好きなの
は時間をきっちりと守るところ。お祭り
も好きなので、大学祭だけでなく地域の
お祭りにもたくさん参加したいです。

活用した留学プログラム
HUSAプログラム（リトアニア）
＜これまで活用したプログラム＞
・STARTプログラム（オーストラリア）
・START＋プログラム（リトアニア）
・学外のインターンシッププログラム（セネガル）

広島大学は、短期プログラムが充実していて、
留学にチャレンジしやすい環境だと思います。
私も短期留学で経験を積んで、長期留学にス
テップアップしました。

TO THE WORLD
世界への

まなざし
広大から

世界へ。世
界から広

大へ。

EGYPT → HU

HU → AUSTRALIA

→ SENEGAL

→ LITHUANIA

留学前から勉強していた日本語をもっと上手に話せるようになりた
いと思い日本へ。広島大学を選んだのは、エジプトの大学でお世話
になった先生が勧めてくれたから。聞いていた通りの美しい街並み
や優しい人たちに囲まれ、自分の選択は正解だったと感じていま
す。今の一番の課題は漢字の勉強。アラビア語や英語と全く異なる
文字に苦戦していますが、とても楽しいです。また、世界各国から集
まる学生たちとの交流を通して、多様な文化や考え方に出合うのも
刺激的です。留学生が多いので、ムスリムの私にも過ごしやすい環
境があることも魅力的です。この経験を生かし、エジプトの日本大使
館で翻訳者として働くことが将来の目標です。

日本語学習とたくさんの学生との異文化交流。
刺激的な毎日は広島大学ならでは。

Ahmed Mahmoud Amer
文学部 3年
出身国：エジプト　留学期間：2019年10月から1年間（アスワン大学から留学中）

さん

一番のお気に入りスポットは宮島。日
本の美しさが詰まった場所です。

大好きなお祭りでイルミネーションを
満喫！

アフマド マハムード アメル



武田 正文
浄土真宗本願寺派 高善寺 副住職
（島根県邑智郡邑南町）

さん

たけだ・まさふみ／広島大学教育学部2007年度卒
業、大学院教育学研究科博士課程前期（心理学専攻）
2010年度修了、臨床心理士の資格を取得。広島大学
1年生の夏休みに得度。広島県三原病院・精神科で3
年間勤務した後、実家である浄土真宗本願寺派高善
寺で副住職の仕事とスクールカウンセラーなど、臨床
心理士の資格を生かして地域に貢献している。

教育学部4年 さん山下 奈那子

Report
学生広報ディレクター

「今まで通りのお寺ではいけない」という言葉が
印象に残りました。大学時代に学ばれた、心
理学と仏教を結び発信するという新しいお
寺の形を見せていただいたと思います。
「地域あってのお寺」を根底にさまざま
な取り組みをされており、挑戦すること
の大切さを学びました。

私も
です

広島大学を卒業・修了後、各業界で活躍されている
OB・OGの方々に学生がインタビュー。
現在のお仕事と大学時代を語っていただきました。

広大広大
学生レポ！

　petapeta-art®という子どもの手形や足形をさまざ
まなモチーフに見立てたアートを考案し、その普及に向
けたイベント開催や講師育成を行っています。きっかけ
は、私自身の子育て経験。初めての育児でストレスがた
まり体調を崩してしまった時、気分転換の方法として手
形アートを思い付きました。手形アートは以前からアメ
リカや日本の保育園でも取り入れられていましたが、絵
の具を使ったものが多く、家庭で行うのは大変でした。
そこで、水性のインクパッドとマスキングテープを使い、
誰でも手軽にできる形にアレンジ。自分と同じように子
育てにストレスを抱える人々の助けになりたいと思い、
会社を設立しました。
　創業時は広島での教室やイベント開催を中心に展開
していましたが、認知度が上がるにつれて県外の企業か
らもお声掛けいただくようになりました。そのうち、手形
アートの講師になりたいと言ってくださる方が現れて、
講師育成のサービスも開始。今では1200人を超える講
師が全国で活躍しています。また、シヤチハタ株式会社
と共同で、肌に優しい塗料を使った手形アート専用の
インクパッドを開発しました。
　手形アートは育児の気分転換になるほか、子どもの
成長を目に見える形で残せるという魅力があります。子
どもが成長すれば、一緒に作品づくりを楽しめるように
なり、親子の思い出作りや愛着形成にもつながります。
「人生が変わりました！」と言ってくださる方がこれまで
何人もいて、本当にうれしかったです。
　現在、コンテンツの意義を学術的に説明するために、
広島大学の保健学分野の先生と手形アートの精神的な
効用について共同研究中。作業療法的な効果があれ
ば、終末期医療に応用できる可能性もあります。最近は
老人ホームでのイベント依頼も増えているため、さらに
幅広い年齢層をターゲットにした展開を検討していると
ころです。

　広島大学へは3年生の時に編入学したので、短期間
で単位を修得できるよう、勉強に必死でした。日本文学
を学び、研究職を志望して、卒業後は大学院に進学。ひ
たすら本を読んでは論文を書く日々を送りました。結局
研究職には就けませんでしたが、自分の好きな学問を
とことんまで究めた経験は、現在の仕事に役立ってい
ると感じます。後輩の皆さんには、ぜひ大学で自分のや
りたいことに没頭してほしいですね。そうやって学生時
代に情熱を傾けて、培ったものがきっと何らかの形で
自分の人生を豊かにしてくれるはずです。

誰でも気軽にできる手形アートの魅力を
たくさんの人に届けたい

やまざき・さちえ／広島大学文学部2004
年度卒業、大学院文学研究科博士課程前
期（人文学専攻）2007年度修了。2016年
に株式会社petapetaを設立。2児の育児
の傍ら、手形アート作家として活動。全国
での親子集客イベントの企画受託と開催、
専用商品の開発・販売なども行う。第23
回ひろしまベンチャー助成金／育成賞金
賞受賞。中国地域女性ビジネスプランコン
テストSOERU第二回中国経済産業局長
賞（大賞）受賞。

学生時代に一生懸命取り組んだことが
自分の将来を豊かにしてくれる

教育学部4年 さん野村 健悟

Report
学生広報ディレクター

子育ての経験がきっかけで起業したという
お話は興味深かったです。手形や足形は小
さな子どもが好きなイメージがありまし
たが、大人やお年寄りも楽しめるもの
だと知り、驚きました。子育ての苦労
など、なかなか知る機会のないお話
が聞けて、良い経験となりました。

　実家のお寺で僧侶をする傍ら、臨床心理士として地
元の小中高校や企業でカウンセラーをしています。寺
の長男に生まれ、子どもの頃から僧侶になると思って
いました。宗教以外の学びでお寺を変えられないかと
考え、大学院では心理学に進み、在学中に得度（出家
して受戒すること）と臨床心理士の資格取得という今
の仕事の基本を身に付けました。
　スクールカウンセラーとして学校に伺う中で、この町
に足りないと感じたものをできる限りお寺で提供して
います。例えば、町内には学習塾がほとんどありま
せん。そこで、寺子屋を開き勉強を教えています。同時
に不登校や引きこもりの子どもたちを支援しています。
目の前の人が幸せに生きるのを支えることは宗教の教
えに沿ったお寺の役割ですから。
　プログラミングの授業もお寺でやっています。本堂
にドローンを持ち込み飛ばしたことも。子どもにも大
人にも喜んでもらえ、田舎にいても最先端技術に触れ
られるのだと分かってもらえたと思います。また、若い
方に仏教を身近に感じてもらったり、自力でお寺に行
けないお年寄りが家で法話を聞けたりできるよう、
「仏心チャンネル」というYouTubeを開始。ご本堂の
YouTubeスタジオから世界に発信しています。お寺に
来る子どもたちは、私をユーチューバーと思ってい
るんじゃないでしょうか。なりたい職業の上位に挙が
るユーチューバーが身近にいることが子どもの夢やこ
の町の可能性になればいいと思っています。

　在学中はバンド活動やバーでのアルバイトなど、い
ろいろとチャレンジしました。アルバイト先のバーのマ
スターは、同じ広島大学出身で偶然にも住職のお孫
さんだったので、仲良くしてもらいました。「新しいこと
の始め方」を教わり、そのバーを拠点に講演や音楽の
イベントを企画・実行しました。その経験が今お寺で
イベントをする際に役立っています。イベントに招いた
人も含め、面白い大人の存在が自分の人生に大きな
影響を与えてくれました。
　広島大学はワクワクする大学だと思います。広大
ネットワークは広く、その人脈をたどっていけば、知り
たいことや実現したいことに到達できます。学生の皆
さんには、勉強はもちろんですが、楽しいことにどん
どん挑戦してほしいと思います。失敗したり、飽きたり
したら、やめればいい。チャレンジしないのがリスクに
なる時代です。意味がないと思えることも、必ず自分の
身になります。
　今までとは違う価値観を持ち込み、誰もがお寺に行
けば何とかなると思ってもらいたいと考えています。そ
してその考えに共感して協力してくれる行政や学校、
住民の皆さんと力を合わせて、良い町にしたいと思い
ます。人口減少などで寺院が消滅する中で、お寺が地
域を支えていくという構造が一つのモデルになればい
いですね。

僧侶とカウンセラー、2足のわらじ
目の前にいる人の幸せを願って

とく  ど

武田さんのYouTube
チャンネルはこちら

人脈を生かしてやりたいことに挑戦
チャレンジしないことがリスクに
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山崎 幸枝
株式会社petapeta 代表取締役
（広島県広島市中区）

文学部・大学院文学研究科 出身

さん

教育学部・大学院教育学研究科 出身



アウトドアをイメージした店内で、ほっと一息。
ドリンク以外にサンドイッチなどの軽食を販売していま
す。パンは曜日替わりで人気のパン屋さんの商品が並
び、テイクアウトもできます。
営業時間：平日9：30～17：30
（一般の方の利用も可能）

#ワンカフェ　#おしゃれ　#東広島キャンパス
#学生プラザ向かい

広大生が集う憩いの場
東広島キャンパス内に新スポットが相次いでオープン。これを機に、学内の施設をご紹介します。

広大キャンパスの
「イマ」をお届け

キャンパス
NOW

2019年12月にオープン。フリースペースは飲食も可能
で、集会や自習など多目的に利用できます。木材、日差
しのあたたかさを感じる心地よい空間。起業部の活動
場所にもなっています。
開館時間：平日8：00～20：00
（ただし専有予約時は利用不可）

福山通運
小丸賑わいパビリオン

#パビリオン
#東広島キャンパス
#中央図書館前
#起業部
#上から見ると
  でこぼこの屋根

one café

ユニークな内装とカラフルな座席が印象的な、
霞キャンパスの学生のための自習室です。広 と々
した空間で勉強もはかどります。
開室時間：平日7：30～18：30

#部屋の中に部屋がある　#霞キャンパス
#研究棟Ｃ1階

ダイバーシティエリア

San
dw

ich

Latte

東千田キャンパスにあるグループワークや自習
用の施設。可動式のテーブルと椅子、ホワイト
ボードを自由にレイアウトできます。
開室時間：（授業期）平日8：30～21：00
 （休業期）平日9：00～17：00
（学生証・職員証認証）

#ビブラ　#ラーニングコモンズ　#東千田キャンパス
#未来創生センター1階　

BIBLA Senda

どんな座り心地？

留学生の相談窓口
「ウェルカムデスク」も併 設

フ
ェ
ニ
ッ
ク
ス
の

葉
の
装
飾

広島大学総合博物館の学生スタッフと、外部の方を案内する

キャンパスガイドという広島大学の魅力を紹介する活動をし

ています。地域の方でも意外と知らない広島大学の面白いと

ころをお伝えし、喜んでいただけるのがやりがいです。最近で

は博物館で「魅力発見！広大バードウォッチング」という展示

を学生が主体となって企画立案、開催しました。私の研究は

大まかに言うと「恐竜時代の環境を知る」というモチベーション

の下、地質調査やその分析・観察をしています。もともと恐竜

が好きで入学したので、好きなことに関連する研究ができる

のが、私のエネルギー源です。今年は初めて海外での国際学

会に参加する予定もあり、近いうちに博物館でも自分の研究

について紹介できればうれしいですね。

がんばる学生の姿をお届け

HIRO-DAI HEROES

黒島 健介さん
大学院理学研究科 地球惑星システム学専攻 博士課程後期 1年

石を割るだけでなく、邪魔になるクモの巣を
はらったり、足場を作ったり、椅子になったり。
野外調査や化石の調査などでは欠かせない10年来の相棒です。

愛用アイテム：岩石用ハンマー　

自分の研究を博物館で展示・紹介したい

楽しみながら簡単にスマホ依存を解消できるサービスを開発し

たい。そんな思いからアプリ「ねこたま」を開発しました。スマホ

を一定時間使わずにいることで、卵からキャラクターが産まれる

育成ゲームです。「1st Penguin Club（起業部）」の先輩がコン

テストに参加しているのを見て、私もプランを練り始めました。

他のゲームとどう差別化するか、どうマネタイズするかという点

に苦労しました。さまざまなコンテストでの受賞が励みになって

４年生の６月に起業。受けられる支援が多く、自信にもつながり

ました。「学生のうちに遊んでおいた方がいい」という言葉に惑

わされてはだめ。自分の意思を持って行動し、かなえたい未来に

向けて活動することで、未来が変わってきます。

川村 優佳さん
総合科学部 総合科学科（2020年3月卒業）

執筆活動やサービス開発に活用しています。

愛用アイテム：パソコン(Mac Book Air)　　

本気でやりたいことを考え、在学中に起業

広島大学
総合博物館

私の活動場所

受賞歴▼「第23回HiBiSインターネットビジネスフォーラム2019」
（学生の部）最優秀賞（中国総合通信局長賞）、ICTビジネス研究会キャンパス
賞、fabbit賞　▼「2019キャンパスベンチャーグランプリ中国」優秀賞　▼「第26
回ひろしまベンチャー助成金」ひろしまヤングベンチャー賞（金賞）

福山通運小丸
賑わいパビリオン

私の活動場所
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教育学部 4年
住吉 栞奈さん

教育学部 2年
野中 湧也さん

歯学部 4年
多和 実月さん

経済学部 4年
麻生 薫さん大学院工学研究科 2年

塘中 遼太さん

最初は先輩に店に連れて行っ
てもらって背伸びしたファッ
ションをしてもいいかも。

制服で過ごす高校を卒業して、自由に服装を選べるようになった広大生。 彼らに「衣」にまつわるアレコレを聞いてみました。

でも冬は寒さのあまり財布の紐が緩むかも。でも冬は寒さのあまり財布の紐が緩むかも。
4000円以下が多数。4000円以下が多数。

広大では、機能性を重視したリーズナ

ブルな服装の学生が多いです。ただ

し、東広島の寒暖の差には要注意。

「温暖な気候の出身なので、あまりの

寒さに驚いて冬服をたくさん購入し

てしまった！」というコメントもありま

した。　　　（学生広報ディレクター）

　　　　　　　　　　　 して選んでいます。　　　　　　　　　　　 して選んでいます。値段、デザイン、素材を重視値段、デザイン、素材を重視
デザインだけでなく、着心地も重視するという人が半分以上！予算も考慮しながら賢くおしゃれを楽しみましょう。また、

下宿生は洗濯のしやすさも重要に。自分で洗濯するようになって初めて気を付けるポイントです。（学生広報ディレクター）

他の服との組み合わせ
着心地のよさ
デザインやシルエット
価格
洗濯のしやすさ
素材の質感
サイズ
その他 （複数回答可）

34
33

34

24
13

5

2
1

理学部 ３年
端野 桃子さん

私服で通学するようになり、「おしゃれの楽しさに目覚めた」という意見が多い

一方で、「毎日コーディネートを考えるのは少し大変」「気温調整がしやすく

なって便利」というコメントもありました。最初の頃は服装選びに苦戦します

が、慣れてくると楽しいですよ。　　　　　　　　　（学生広報ディレクター）

制服から私服になってどう感じた？Q.

大学でのファッションを選ぶ時に重視することは何？Q.

ファッションにかけるお金は毎月平均でいくら？Q.

　　　　　　　　　　   などの
通販で購入することもあります。
　　　　　　　　　　   などの
通販で購入することもあります。
ZOZOTOWNやメルカリZOZOTOWNやメルカリ

大学生は使えるお金が限られているので、ファストファッションの店やショッピングモールで、

手頃な価格で買い物をする人が多いようです。サークルや授業で忙しくてなかなか買い物に

行く時間がないという人は、通販サイトをうまく使うのもお薦めです。（学生広報ディレクター）

ファストファッション
大型ショッピングモール
ファッションビル
通販
古着屋
百貨店
フリマアプリ
その他 （複数回答可）

47
34

14
18

4
11

3
2

普段どこで服やかばんを買ってる？Q.

〈アンケート結果〉

〈アンケート結果〉

〈アンケート結果〉

アンケート期間：2020年1月20日～1月31日
回答数：65人（広大生を対象にアンケート）

・キャンパスが広いので、歩きやすい靴が便利です！
・1人暮らしなのでおしゃれができているか不安…
・盆地の東広島は春と秋が短いので、自分は夏服と冬服を多めに持っています
・ヘアアレンジでおしゃれの幅がもっと広がりますよ
・スポーツ系の部活なので、現役時代は週5でジャージを着てました！

こんな声もありました

～2000円
24

2000～4000円
18

4000～6000円
7

6000～8000円
4

8000～10000円
9

10000円以上　3

服飾店でアルバイト中。
社員割引価格で購入
できるのがうれしいです。

入学時はおしゃれに苦
労しました。まーまー堂
（服飾サークル）で自分
用の服を作ることも。

人と被らないものを選
ぶのがこだわり。この
ジャンパーは古着屋で
買いました！

正直、私服を選ぶのは
ちょっと面倒。広大には僕
みたいなタイプが結構多
いと思います。

中村 綸
奈さん

（総合科
学部４年

）

西川 朋
宏さん

（総合科
学部４年

）

脇野 翔
伍さん

（総合科
学部４年

）

伊藤 友さん

（理学部3年）

広大生の
「  」に迫る！衣衣

vol.12

企画・取材

学生広報ディレクター 貴船 桃佳さん・塩 剛典さん・助永 百花さん

私服を選ぶのは楽しい！メイ
クや小物などトータルにコー
ディネートしています。

山本
 舞風

さん

（教
育学
部4年

）

私服になって　　　　　　　に
気付きました！
私服になって　　　　　　　に
気付きました！

おしゃれの楽しさおしゃれの楽しさ

右：青山 倭歌子さん

中：山田 暁世さん

左：山本 有希さん

（教育学部２年） 
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1月17日、桜美林大学(学校法人桜美林学
園、東京都町田市)と包括協定を締結しまし
た。桜美林大学と広島大学は共に高等教育
分野における研究が盛んです。今後、両大学
は、学部(学群)・大学院の単位互換および学
生の教育研究指導や国際交流事業、施設・
設備・学術研究資料などの相互利用につい
て、連携・協力します。

桜美林大学と包括協定を締結

大学院国際協力研究科博士課程前期の石川太陽さん（2019年度修了）が、2019年
12月、スウェーデンで開催されたストックホルム国際青年科学セミナーに参加しまし
た。このセミナーは、ノーベル財団の協力で、スウェーデン青年科学者連盟がノーベ
ル賞週間に合わせて毎年開催するもの。世界各国から集まった代表学生が、ノーベ
ル賞授賞式祝宴に参加するほか、研究発表やディベートなどを通じて国際交流を行
います。日本からは、公益財団法人国際科学技術財団が毎年2人の代表学生を派遣
しており、今回は石川さんの他に、東京大学の大学院生が参加しました。

国際協力研究科の石川太陽さんが
日本代表でストックホルム国際青年科学セミナーに参加

大学院人間社会科学研究科の富川光准教授
は、沖縄美ら海水族館、トロムソ大学（ノル
ウェー）との共同研究によって、世界最大の魚
類ジンベエザメの口の中から新種のヨコエビを
発見しジンベエドロノミと命名しました。ジンベ
エザメに付着するヨコエビの発見は、世界で初
めてです。ジンベエドロノミは寄生しているわけ
ではなく、ジンベエザメの口腔内が生息場所と
して快適だったのではないかと考えられます。
今後、ジンベエドロノミの生態や分布、遺伝構
造などを明らかにすることで、ヨコエビをはじめ
とする小型無脊椎動物の生活場所の進化の謎
の一端が明らかにできると考えます。

ジンベエザメの口の中から
新種のヨコエビ発見

大学院先端物質科学研究科博士課程後期の
山根悠さん（2019年度修了）が「第10回（令和
元（2019）年度）日本学術振興会育志賞」を受
賞しました。授賞対象となった山根さんの研究
課題は「Pr希薄系における単サイトの非フェル
ミ液体的挙動」。大学長または学術団体の長か
ら推薦のあった175人の大学院博士課程学生
の中から、今年度は18人が受賞。広島大学で
は、今回が3人目の受賞となります。

先端物質科学研究科の
山根悠さんが
「日本学術振興会育志賞」を受賞

2019年11月、広島大学では「広島大学クラウドファンディング」を開始しま
した。2020年1月末には①土石流の被害を防ぐ実証実験プロジェクト、②
シュタイナー教育による発達障がい児サポートの2件のプロジェクトが成立
しました。今後も、クラウドファンディングを活用して寄附金を募り、教育・研
究並びに社会貢献活動の更なる進展を地域社会全体で応援するための環
境づくりを目指します。皆さまからのご支援をよろしくお願いいたします。

広島大学クラウドファンディング開始

エジプト18大学73人の
医学生たちと交流
実習見学やダヴィンチ体験も
広島大学の協定先を含むエジプト18大学から
73人の留学生が、2月3～7日と2月10～14日の
2班に分かれて、霞キャンパスを訪れました。医
学部では、講義や研究室訪問の他、解剖実習
を見学。大学病院では、最新の手術支援ロボッ
ト「ダヴィンチ」の操作を交代で体験するなど、
高度な医療技術に触れました。新型コロナウイ
ルスに関する特別講義では、熱心な質問があ
りました。本学の学生や教職員との懇親会も行
われ、日本とエジプトの交流を深めました。

地盤の動きを常時監視する
土石流センサーの検証実験
を開始
2018年7月の西日本豪雨で土石流に襲われた広島
県熊野町川角地区の渓流で、広島大学などが開発し
たワイヤレスの土石流センサーを用いたリアルタイム
監視システムの検証実験が始まり、2020年2月
19日、実験の様子が報道関係者に公開されました。
この土石流センサーは、広島大学防災・減災研究セン
ターと株式会社計測リサーチコンサルタント(広島市)
が共同で開発。今後3年間検証を継続し、豪雨時の渓
流における土砂の動
きの計測・監視を行
い、モニタリング結果
を分かりやすく表示
するなど早期避難に
活用する技術の開発
を進める計画です。

先進理工系科学研究科 人間社会科学研究科（東広島キャンパス）

カイロ大学で使った白衣姿の越智学長と握手。（一番右は、次男のアムルさん）

左から佐藤理事・副学長、越智学長、畑山桜美林大学学長、
佐藤桜美林大学理事長・大学総長

現地で説明を行う土田孝防災・減
災研究センター長（左）　

3月23日、令和元年度学位記授与式をサタケメモリアルホール
で催し、越智学長が代表3人に学位記を授与しました。
卒業・修了したのは学部生2,344人、専攻科生11人、大学院生
1,316人。今回は、新型コロナウイルスの感染拡大を防ぐため、
各学部などで分散して学位記を授与。学長の式辞や学生代表へ
の学位記授与の様子は録画で配信しました。
一方、4月3日の入学式典は中止し、入学許可宣言および学長式
辞などが録画配信されました。新たに学部生2,476人、専攻科
生23人、大学院生1,348人を迎えました。

代表のみによる学位記授与式を挙行、入学式典は中止

本学へお越し
の皆さまには、
ご理解とご協
力をお願いい
たします。

広島大学は
全面禁煙です

広島大学クラウド
ファンディング

先進理工系科学研究科、
人間社会科学研究科が始動　看板除幕式を行いました

エジプトの柔道家で1984年ロサンゼルス五輪銀メ
ダリストのモハメド・ラシュワンさんが1月21日、越
智学長を表敬訪問し感謝の言葉を伝えました。長年
の競技生活で膝を痛めていたラシュワンさんは、
2019年4月に越智学長がエジプトを訪問した際に
診察を受けました。膝関節外科の第一人者である越
智学長は、愛知医科大学病院に勤務する、広島大学
出身の出家正隆教授を紹介。同年12月に出家教授
の手術を受けたラシュワンさんは、杖を使いながらも
歩けるようになるまでに回復しました。ラシュワンさん
はロサンゼルス五輪の柔道男子無差別級決勝で、山
下泰裕氏(現JOC会長)と対戦。試合には敗れたもの
の、表彰台に上がる山下氏に手を差し伸べた姿が世
界から称賛され、国際フェアプレー賞に選ばれました。

元オリンピック柔道エジプト代表
モハメド・ラシュワンさん 越智学長に感謝の表敬訪問

2020年4月1日、先進理工系科学研究
科と人間社会科学研究科の二つの大
学院研究科を開設し看板除幕式を行
いました。2019年度開設の統合生命
科学、医系科学の両研究科と合わせ
て、従来11あった研究科が4つに再編
されました。分野の垣根を超えた連携・
融合によるイノベーションの促進ととも
に、時代の変化や社会のニーズに対応
できる柔軟性と専門性、幅広い視野を
持った人材の輩出を目指します。

吉野彰先生（2019年ノーベル化学賞
受賞）と石川さん（右）

新種のヨコエビ「ジンベエドロノミ」

サタケメモリアルホールでの学位記授与式 入学生向けの式辞の収録に臨む越智学長
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賀茂泉酒造×広島大学
日本酒「広大（ひろだい）」 純米大吟醸 720ml

ご応募は、満20歳以上の方に限らせていただきます。

Instagramで＃広島大学の付いた投稿からお届けします。

読者の皆さまからのご意見、ご要望、情報提供をお待ちしております。いただいたアンケート内容は、今後
の誌面づくりに活用させていただきます。

アンケートにご回答いただいた方の中から抽選で合計9名様にプレゼント！！
※応募締切：2020年7月31日必着　厳正な抽選の上、商品の発送をもって当選の発表とさせていただきます。

A 広島大学マスコットキャラクター「ひろティー」
クリアファイル 2枚セット

C

読者プレゼント

HU-plus 検索

HU photos

2020.2.25

#農業サークル #田口むし #農業
#西条

投稿者：広島大学農業サークル～田口むし～ さん

#KOBE #神戸 #中突堤 #練習船 
#豊潮丸 #呉 #夜景

投稿者：Cooper! さん

2020.2.22

Reader’s View

WEBアンケートにご協力ください
WEBアンケートはこちら

広島大学にまつわる写真を#広島大学をつけてInstagram
に投稿してください。学生生活のワンシーンや何気ない風景
など、テーマは何でもOK！素敵な写真をお待ちしています。

広島大学にまつわるちょっとした逸話やエピ
ソードをアンケートにて募集します。あの頃
の懐かしい思い出話や誰かに教えたくなる
広島大学の秘密を教えてください。

投稿が掲載された方には
広大オフィシャルトートバッグを
プレゼント！

投稿はこちら

投稿
募集中！

HU photos

HU ism

広島東洋カープ×広島大学
フェイスタオル＆ボールペン セット

B

3名様1名様 5名様

つながる! ひろがる!
ひろしまの輪
広島大学と地域の皆さんの間につながりが生まれ、広がる中で、新たな発見がきっとあるはず。
「ひろしまの輪」では、地域の皆さんと広島大学で一緒に取り組む活動や
さまざまなイベント情報をお届けします。

キャンパス丸ごと博物館！実物がいざなう知的好奇心

　総合博物館は、「本館」と５つの「サテライト館」、それらをつなぐ散策道「発見の
小径」で構成。広島大学ならではの「キャンパス丸ごと博物館」です。「インド」のよ
うな壮大なテーマから「魚」「鳥」など身近なテーマまで、さまざまな展示やイベント
を行っています。本館は2006年にオープンし、来館者は14万人を達成。「博物館
は“実物”を展示する場所。写真などでは分からない、“実物”を見て初めて分かる魅
力をお伝えしています」と語るのは学芸職員の佐藤大規さん。「化石の実物を見て
想像が膨らんだ」「子どもも大人も楽しめる、もっと聞きたくなる解説」と来館者か
らは好評です。自然を直接体験する「ネイチャーゲーム」や、桜やドングリの観察を
しながら緑豊かな東広島キャンパス内を歩くフィールドナビは年に4回程度開催。
家族連れが多く参加する人気のイベントです。今後も皆さんの興味・関心の新しい
扉を開くお手伝いができるような企画・イベントを実施していきます。

広島大学総合博物館

I n f o r m a t i o n

https://home.hiroshima-u.ac.jp/museum/

本館開館時間：10:00－17:00(入館は16:30まで)
本館休館日：日曜、月曜、祝日、お盆、年末・年始(12月28日から1月4日)
※その他、臨時休館となる場合がございます。ホームページ等でご確認ください。

病気を超早期に発見できる検査を全ての人に

　人は自分では健康だと思っていても、細胞や遺伝子に異変が起こり、気付いた
時には手遅れになることがあります。田原栄俊教授の研究室は広島大学病院と
共同で、がんや認知症を早期発見する血液検査を開発。検査には、血液中のマイ
クロRNAと呼ばれる遺伝子を解析・測定する技術を用います。「解析コストは
年々減少していますが、まだ誰もが簡単に受けられるレベルではありません」と
語る田原教授。ベンチャー企業の株式会社ミルテルを設立し、一般の人が受け
やすい検査の仕組みづくりにも取り組んでいます。2020年3月にはチューリッヒ
保険会社が、ミルテル検査※「ミアテスト」が付いた乳がん保険商品の認可を受
けました。この商品は、入院費用や一時金が受け取れる従来の乳がん保険と、乳
がんのリスクを早期発見できる検査をセットにしたもの。手遅れになる前に受診
を促せるほか、早期発見による医療費削減への貢献も期待されています。

大学院医系科学研究科 田原 栄俊 研究室×株式会社ミルテル

I n f o r m a t i o n
詳細・連絡先などはホームページからご確認ください。

https://www.mirtel.co.jp/

※ミルテル検査は、病気を発症する前の未病リスクが分かる「テロメ
アテスト」と、がんや認知症の超早期発見が可能な「ミアテスト」の2
種類。ミルテルが契約している医療機関でのみ検査を受けられます。
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広島大学への寄附にご協力いただき、深く感謝申し上げます。
広島大学基金 ※広島大学が躍動し広島の地を活性化させる基金

（広島大学75+75周年に向けて）を含む

2019年10月から2020年1月までにご寄附をいただいた方
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ご芳名は、公開についてご承諾いただいた方を掲載させていただいています。
掲載している情報は、ご寄附当時のものです。

高額のご寄附をいただいた方

2015年度から新たに、寄附をいただいた方のご芳名などを冠して、寄附者様のご厚意が見える
形にした「広島大学冠事業基金」を創設しました。寄附方法は、一口5万円の毎月の継続寄附で、
当面は外国人留学生への奨学金と日本人学生への海外留学資金に活用します。

医療法人S.R.C.
中光整形外科リハビリクリニック
院長
中光 清志 様
「特別校友」
医療法人エム・エム会
理事長
白川 泰山 様
「特別校友」
医療法人おち眼科医院
理事長
越智 温子 様
「特別校友」
医療法人KOC
金谷整形外科クリニック
理事長
金谷 篤 様
「特別校友」
医療法人社団楓会
林病院
理事長
林 淳二 様
「特別校友」

医療法人社団慈恵会
いまだ病院
院長
大杉 健 様
「特別校友」
医療法人社団仁慈会
理事長
安田 克樹 様
「名誉校友」
医療法人社団スマイル
博愛クリニック
理事長
髙杉 啓一郎 様
「特別校友」
医療法人社団清流会
理事長
永井 賢一 様
「特別校友」
医療法人社団マッキー
理事長
松木 啓 様
「特別校友」

医療法人社団まりも会
理事長
平松 廣夫 様
「名誉校友」
医療法人昭和
原田整形外科病院
理事長
原田 昭 様
「特別校友」
医療法人せいざん
青山病院
院長
大村 泰 様
「特別校友」
医療法人明笑会
理事長
安本 正徳 様
「特別校友」

大谷 美奈子 様
「特別校友」

オタフクソース株式会社
代表取締役社長
佐々木 直義 様
「特別校友」

越智 光夫 様
「名誉校友」
株式会社紀陽
代表取締役社長
寒川 起佳 様
「特別校友」
株式会社総合広告社
代表取締役副会長
坪井 高義 様
「特別校友」
株式会社ダイクレ
代表取締役社長
山本 浩 様
「特別校友」
株式会社にしき堂
代表取締役
大谷 博国 様
「特別校友」

株式会社日本クライメイトシステムズ
代表取締役社長
松尾 則宏 様
株式会社バルコム
代表取締役
山坂 哲郎 様
「特別校友」
株式会社やまだ屋
代表取締役
中村 靖富満 様
「特別校友」

坂下 勝 様
「特別校友」

佐藤 利行 様
「特別校友」
戸田工業株式会社　
取締役社長
寳來 茂 様
「特別校友」
弁護士
緒方 俊平 様

冠事業基金
（2020年1月現在）

●個人 100万円以上　法人 100万円以上● 個人 10億円以上
 法人 20億円以上

佐竹 利子 様
「特別栄誉学賓」

●個人 5000万円以上
法人 1億円以上

公益財団法人
広島大学教育研究支援財団 
理事長
佐竹 利子 様
一般財団法人
緑風会 様
「学賓」

財団法人渋谷育英会
理事長
小丸 法之 様
「学賓」

矢野 博丈 様
「学賓」

●個人 1000万円以上
法人 2000万円以上

晝馬 輝夫 様
「名誉校友」

特定医療法人あかね会
理事長
土谷 晋一郎 様
「名誉校友」

医療法人社団浜中皮ふ科クリニック
理事長
浜中 和子 様
「名誉校友」

小野 光代 様
児玉 治 様
「名誉校友」

越智 光夫 様
「名誉校友」

田中 隆荘 様
「名誉校友」

医療法人社団みめぐみ会
サンクリニック
理事長
中村 雄二 様
「特別校友」

医療法人恒和会松石病院
理事長
松石 頼明 様
「特別校友」

オタフクソース株式会社
代表取締役社長
佐々木 直義 様
「特別校友」

医療法人社団楓会
林病院
理事長
林 淳二 様
「特別校友」

株式会社バルコム
代表取締役
山坂 哲郎 様
「特別校友」

医療法人辰川会
理事長
辰川 自光 様
「特別校友」

医療法人社団知仁会
理事長
石井 知行 様
「特別校友」

医療法人おち眼科医院
理事長
越智 温子 様
「特別校友」

株式会社ダイクレ
代表取締役社長
山本 浩 様
「特別校友」

医療法人社団井野口病院
会長
井野口 千秋 様
「特別校友」

医療法人社団梶山小児科
理事長
梶山 泰正 様
「特別校友」

医療法人社団陽正会
寺岡記念病院
理事長
寺岡 暉 様
「特別校友」

医療法人微風会
ビハーラ花の里病院
会長
和泉 一子 様
「特別校友」

株式会社シンコー
代表取締役社長
筒井 幹治 様
「特別校友」

株式会社村上農園
代表取締役
村上 清貴 様
「特別校友」

医療法人社団清流会
理事長
永井 賢一 様
「特別校友」

坂下 勝 様
「特別校友」

大正富山医薬品株式会社
代表取締役社長
藤田 憲一 様
「特別校友」

株式会社紀陽
代表取締役社長
寒川 起佳 様
「特別校友」

医療法人ワカサ会
理事長
若佐 直定 様
「特別校友」

佐藤 利行 様
「特別校友」

医療法人社団慈恵会
いまだ病院
院長
大杉 健 様
「特別校友」

医療法人みなみ会
理事長
星野 修司 様
「特別校友」

株式会社にしき堂
代表取締役社長
大谷 博国 様
「特別校友」

パラカ株式会社
代表取締役
内藤 亨 様
「特別校友」

今治造船株式会社
代表取締役社長
檜垣 幸人 様
「特別校友」

医療法人サカもみの木会
理事長
坂 信一 様
「特別校友」

医療法人たんぽぽ会
理事長
大嶋 俊一 様
「特別校友」

河野 修興 様
「特別校友」

広島市信用組合 様
「特別校友」

温泉川 梅代 様
「特別校友」

戸田工業株式会社
取締役社長
寳來 茂 様
「特別校友」

広島大学消費生活協同組合
理事長
細野 賢治 様
医療法人昭和
原田整形外科病院
理事長
原田 昭 様
「特別校友」

Micron Technology
Foundation, Inc. 様
「特別校友」

医療法人社団スマイル
博愛クリニック
理事長
高杉 啓一郎 様
「特別校友」

医療法人社団マッキー　
理事長
松木 啓 様
「特別校友」

大谷 美奈子 様
「特別校友」

医療法人S.R.C.
中光整形外科
リハビリクリニック
院長
中光 清志 様
「特別校友」

医療法人せいざん
青山病院
院長
大村 泰 様
「特別校友」

医療法人ピーアイエー
理事長
中村 英雄 様
「特別校友」

医療法人KOC
金谷整形外科クリニック
理事長
金谷 篤 様
「特別校友」

医療法人明笑会
理事長
安本 正徳 様
「特別校友」

株式会社総合広告社
代表取締役副会長
坪井 高義 様
「特別校友」

医療法人エム・エム会
理事長
白川 泰山 様
「特別校友」

医療法人社団輔仁会
太田川病院
理事長
満田 浩二 様
「特別校友」

医療法人社団慈杏会
土肥整形外科病院 様
「特別校友」

医療法人社団伯瑛会
理事長
金田 瑛司 様
「特別校友」

山本 佳史 様
「特別校友」

石原 舜三 様
「特別校友」

株式会社やまだ屋
代表取締役
中村 靖富満 様
「特別校友」

医療法人社団長寿会
はたのリハビリ整形外科
理事長
畑野 栄治 様
「特別校友」

中村 英雄 様
「特別校友」

安永 裕司 様
「特別校友」

茶山 一彰 様
「特別校友」

力田 忠義 様
「特別校友」

大池 久子 様
「特別校友」

山本 陽介 様
「特別校友」

原田 康夫 様
「特別校友」

荒本 徹哉 様
「特別校友」

株式会社立芝
代表取締役
向井 恒雄 様
「特別校友」

栗栖 長典 様
「特別校友」

相田 美砂子 様
「特別校友」

相原 玲二 様
「特別校友」

アカシア会
（広島大学附属高校同窓会） 様
「特別校友」

石井 知行 様
「特別校友」

石﨑 信三 様
「特別校友」

医療法人あすか
理事長
高橋 勲 様
「特別校友」

医療法人社団中川会
呉中通病院
副院長
中川 豪 様
「特別校友」

医療法人清泉会
一ノ瀬病院 様
「特別校友」

内野 弘 様
「特別校友」

鵜野 俊雄 様
「特別校友」

大嶋 俊一 様
「特別校友」

小田 弘明 様
「特別校友」

梶山 泰正 様
「特別校友」

片山 純一 様
「特別校友」

株式会社桐原容器工業所
代表取締役
桐原 真一郎  様
「特別校友」

株式会社熊平製作所 様
「特別校友」

株式会社中国新聞社
代表取締役社長
岡谷 義則 様
「特別校友」

株式会社内藤建築事務所
代表取締役
川本 雄三 様
「特別校友」

株式会社ユニサス
代表取締役会長
松村 公市 様
「特別校友」

神谷 研二 様
「特別校友」

北村 拓也 様
「特別校友」

協同出版株式会社
代表取締役
小貫 輝雄 様
「特別校友」

小池 透 様
「特別校友」

髙祖 讓 様
「特別校友」

佐藤 裕子 様
「特別校友」

重山 俊彦 様
「特別校友」

鈴木 孝尚 様
「特別校友」

住田 忠幸 様
「特別校友」

高田 隆 様
「特別校友」

常石造船株式会社 様
「特別校友」

寺本 康俊 様
「特別校友」

天道 俊孝 様
「特別校友」

土肥 博雄 様
「特別校友」

野上 智行 様
「特別校友」

早川 武敏 様
「特別校友」

平田 敏夫 様
「特別校友」

広島アルミニウム工業株式会社
代表取締役社長
田島 文治 様
「特別校友」

広島県厚生農業協同組合連合会
尾道総合病院 様
「特別校友」

広島日野自動車株式会社
代表取締役社長
上野 孝史 様
「特別校友」

藤本 吉範 様
「特別校友」

復建調査設計株式会社 様
「特別校友」

松村 誠 様
「特別校友」

道中 美敏 様
「特別校友」

宮谷 真人 様
「特別校友」

村上 恒二 様
「特別校友」

八幡浜市役所 様
「特別校友」

山田 道夫 様
「特別校友」

有限会社宇惠多
代表取締役
上田 邦惠 様
「特別校友」

横崎 恭之 様
「特別校友」

吉田 総仁 様
「特別校友」

●10万円未満
谷 友博 様
広島ハザマOB会有志 様
荒木 政裕 様
井原 俊彦 様
大地 晴子 様
木下 良子 様
倉本 卿介 様
河野 淳 様
田中 和夫 様
中国電力フェニックス会 様
林 文子 様
福田 和政 様
松本 浩一 様

真鍋 英喜 様
第13回HCD
懇親会出席者有志 様
木本 泉 様
後藤 剛久 様
竹下 義昭 様
中野 法子 様
中森 勝 様
野口 安史 様
林 志郎 様
八島 正明 様
中本 達哉 様
秋 庸裕 様

岡田 理代 様
栗尾 重德 様
護得久 朝保 様
齋藤 修 様
下西 末淑 様
髙橋 啓介 様
西口 千登志 様
延永 計介 様
古橋 進哉 様
堀江 加代美 様
米倉 正和 様
和田 章 様
大守 美香 様

青木 義和 様
穐丸 壽美 様
飯島 俊荘 様
池上 隆志 様
石井 光一 様
伊藤 祐二 様
稲田 修三 様
稲吉 浩 様
今田 滋子 様
植田 幸男 様
大木 洋 様
小笠原 洋一 様
沖 隆子 様

桂 明子 様
川口 敏明 様
菅尾 伸二 様
木村 元康 様
草野 浩一 様
児玉 匡敏 様
崎長 信正 様
杉田 清治 様
助村 大作 様
鈴木 敏夫 様
鈴木 肇 様
角田 幸信 様
高橋 悠夫 様

徳永 秀 様
中島 千恵 様
仲野 浩治 様
新畑 茂充 様
西分 翔太 様
長谷川 公一 様
原田 寿江 様
平川 裕 様
平田 勝裕 様
福田 節子 様
福永 秀春 様
丸田 考志 様
水馬 和子 様

諸橋 一馬 様
山本 浩二 様
若槻 洋司 様
大久保 朋子 様
岡田 浩明 様
小谷 泰三 様
木田 徳司 様
河渡 真一 様
齋藤 拓也 様
酒井 明彦 様
志村 徹 様
杉原 正樹 様
松木 隆敏 様

村田 真弓 様
山口 裕毅 様
塩本 文夫 様
高橋 康平 様
杉浦 啓太 様
松田 和也 様
山本 武夫 様
井川 武 様
鈴木 誠 様
田村 聡修 様
西原 禎文 様
東島 友美子 様

●10万円以上100万円未満
医療法人社団おると会
浜脇整形外科病院
理事長
浜脇 澄伊 様
高嶋 俊治 様
「特別校友」

向笠 富夫 様
「特別校友」
医療法人社団仁慈会
理事長
安田 克樹 様
「名誉校友」

三嶋 弘 様
「名誉校友」
岩原 恭代 様
「特別校友」
石通 宏行 様
大城 肇 様
河村 敦 様

三枝 省三 様
関野 憲三 様
秋野 成人 様
「特別校友」
安倍 学 様
飯田 幸治 様

医療法人翠清会
翠清会梶川病院
会長
梶川 博 様
理事長
若林 伸一 様

小澤 健一 様
加賀谷 有行 様
加藤 功一 様
河口 浩之 様
久保田 洋志 様
砂川 融 様

天間 裕文 様
東儀 宣哲 様
「特別校友」
二井 亮 様
西田 修実 様
「特別校友」
濵野上 隆志 様

廣瀬 壽子 様
藤井 輝久 様
「特別校友」
宮本 博子 様
「特別校友」
横崎 元男 様
吉田 光由 様

●100万円以上
株式会社合人社グループ
代表取締役
福井 滋 様
「名誉校友」

原田 康夫 様
「特別校友」

医療法人清泉会
一ノ瀬病院 様
「特別校友」

医療法人たんぽぽ会
理事長
大嶋 俊一 様
「特別校友」

株式会社バルコム
代表取締役
山坂 哲郎 様
「特別校友」

勝矢 博 様
「名誉校友」
児玉 晄子 様
「名誉校友」

常石造船株式会社 様
「特別校友」
内藤 亨 様
「特別校友」

道中 美敏 様
「特別校友」

皆さまからいただいた寄附金は、主に奨学金という形で学生の経済的支援に活用しております。
支援を受けた学生たちは留学先などで多くのことを学び、さらなる研究・修学に励んでいます。

若松 寿衣さん
生物生産学部 4年

AIMS （ASEAN International Mobility for Students 
Program）プログラムへ参加。

留学先：タイ・カセサート大学
留学期間：2019年8月から12月

　2年生の時に短期留学を経験し、次のステップとして、今回、長期留学に
挑戦しました。AIMSプログラムは、奨学金があり、留学のための負担が少
ないことが魅力的でした。大学からの手厚いサポートを受け、安心して留
学することができました。渡航前に、カセサート大学の先生による授業を
受け、予備知識を身に付けることはできましたが、現地での英語による授
業は大変でした。予習・復習は欠かさず行い、時には身振り手振りも交え
コミュニケーションを取りました。

　留学先での私の研究テーマは「ハラル食材」でした。タイでは、マレーシ
ア、インドネシアとの交流も多く、ハラル食が広く普及しています。日本での
普及の状況と比較すると、興味深いです。寮生活でも、イスラム教徒の学
生が多かったので、一緒に食事を作りながら、ハラルについての理解がよ
り深まったように思います。

　留学生活の中で一番印象的だったの
は、ある友人から言われた言葉です。文法
に縛られて、なかなか会話が進まなかった
私に「ここでは文法なんて気にしなくても
いい。あなたが何を考えているか、何を感
じているのかを知りたい」と。この時から、
英語での会話が苦ではなくなり、ちゅうちょ
なく発言できるようになりました。この経
験は、これからの私の糧となりました。

思っていること、考えていることをとにかく発信する

●個人 500万円以上
法人 1000万円以上

医療法人社団まりも会
ヒロシマ平松病院
理事長
平松 廣夫 様
「名誉校友」

医療法人社団仁慈会
理事長
安田 克樹 様
「名誉校友」

医療法人社団玄同会
理事長
小畠 敬太郎 様
「名誉校友」

医療法人せのがわ
理事長
津久江 一郎 様
「名誉校友」

医療法人
多布施クリニック
理事長
諸隈 啓子 様
「名誉校友」

株式会社合人社グループ
代表取締役
福井 滋 様
「名誉校友」

社会医療法人社団沼南会
理事長
檜谷 鞠子 様
「名誉校友」

三嶋 弘 様
「名誉校友」

小林 正夫 様
「名誉校友」

勝矢 博 様
「名誉校友」

児玉 晄子 様
「名誉校友」

星山 政昭 様
「名誉校友」

現地のプログラム関係者と

ご支援いただいた学生から




